
鎌
倉
府
体
制
下
の
武
家
社
会

～
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
武
家
奉
公
の
諸
相
～

鎌
倉
学
園
高
校
　
　
風
　
　
間

洋

一
、
は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に

一
三
三
三

（元
弘
三
）
年
五
月
、
北
条
高
時
以
下
の

一
門
は

新
田
義
貞
ら
の
大
軍
に
よ

つ
て
減
亡
し
、
源
頼
朝
以
来
、　
一
四
〇
年
余
り
続
い

て
き
た
鎌
倉
幕
府
は
、
こ
こ
に
終
焉
を
迎
え
た
。
京
都
で
は
後
醍
醐
天
皇
が
建

武
の
新
政
を
開
始
す
る
が
、
こ
の
新
政
は
わ
ず
か
数
年
で
崩
壊
、
続

い
て
政
権

を
奪
取
し
た
足
利
尊
氏
も
、　
一
三
三
六

（延
元
元
）
年
十

一
月
、
京
都
に
室
町

幕
府
を
開
い
た
た
め
、
政
治
の
中
心
は
三
度
と
鎌
倉
に
戻
る
こ
と
は
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

だ
が
、
鎌
倉
幕
府
減
亡
後
も
鎌
倉
は
、
東
国
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
重
要
性

は
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ

っ
た
た
め
、
建
武
の
新
政
下
で
は

「鎌
倉
将
軍
府
」

が
置
か
れ
、
室
町
幕
府
も

「鎌
倉
府
」
と
い
う
出
先
機
関
を
設
置
し
た
。
鎌
倉

府
は
、
足
利
尊
氏
の
子
基
氏
の
子
孫
が
代
々

「鎌
倉
公
方
」
と
し
て
鎌
倉
府
の

首
長
と
な
り
、
関
東
管
領
上
杉
氏
の
補
佐
を
受
け
な
が
ら
、
政
務
を
運
営
し
た
。

室
町
幕
府
同
様
、
事
務
官
僚
で
あ
る
奉
行
衆
、
公
方
直
轄
軍
の
奉
公
衆
ら
も
構

成
さ
れ
、
政
所

・
侍
所

・
評
定
衆

・
諸
奉
行
な
ど
も
置
か
れ
た
。
管
轄
す
る
関

東
八
ヶ
国
と
伊
豆

・
甲
斐
の
守
護
職
の
任
命
権
は
、
あ
く
ま
で
幕
府
に
あ

つ
た

が
、
次
第
に
諸
権
限
が
鎌
倉
府
に
移
行
す
る
に
及
ん
で
、
序
々
に
幕
府
か
ら
独

立
し
た
東
国
支
配
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
鎌
倉
府
は
幕
府
と
衝
突
、
鎌

倉
府
内
部
で
も
公
方
と
関
東
管
領
上
杉
氏
が
対
立
し
て
、
つ
い
に

一
四
三
八

（永
享

一
ｏ
）
年
、
四
代
公
方
足
利
持
氏
は
、
将
軍
足
利
義
教

・
関
東
管
領
上

杉
憲
実
に
よ

つ
て
滅
ぼ
さ
れ

（＝
永
享
の
乱
）
、
約

一
世
紀
続
い
た
鎌
倉
府
は

減
亡
す
る
の
で
あ
る

〈
以
上
の
概
略
は
、
渡
辺
世
祐
氏

『
関
東
中
心
足
利
時
代

の
研
究
』
新
人
物
往
来
社

　
一
九
七

一
年
を
参
照
さ
れ
た
い
〉。

た
い
て
い
日
本
史
の
授
業
で
は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
は
政
治
の
中
心
が
京
都

に
移

っ
て
し
ま
う
た
め
、
鎌
倉
府
な
ど
は
室
町
幕
府
の
職
制
の

一
つ
と
し
て
簡

単
に
触
れ
ら
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
限
ら
れ
た
授
業
時
間
数
の
中
で
致
し
方
な
い

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
再
び
政
治
の
中
心
が
東
国
に
戻

っ
て
く
る
江
戸

時
代
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
生
徒
達
は
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
東
国

（関
東
）
史

を
知
ら
ず
に
い
る
。
自
分
が
生
活
し
て
い
る
地
方
史
、
地
域
史
に
大
き
な
断
絶

が
あ
る
の
は
、
何
と
も
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
報
告
者
の
勤
務
校
は
鎌
倉
に
あ
り
、
鎌
倉
期
の
授
業
を
す
る
際
に

は
、
そ
の
環
境
を
大
い
に
利
用
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

南
北
朝

・
室
町
時
代
の
授
業
に
入
る
と
足
利
氏
や
上
杉
氏
に
関
わ
る
史
跡
も
多

く
点
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
活
用
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
本
報
告
は
自
戒
の
意
味
も
込
め
て
、
近
年
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
て

い
る
中
世
東
国
史
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
、
南
北
朝

・
室
町
期
の
鎌
倉
の
様
子
、

特
に
研
究
が
手
薄
な
武
家
奉
公
の
実
態
に
追

っ
て
み
た
い
。

二
、
南
北
朝

・
室
町
期
の
都
市
鎌
倉
に
つ
い
て
の
基
本
的
理
解

は
じ
め
に
南
北
朝

・
室
町
期
の
都
市
鎌
倉
に
関
す
る
大
ま
か
な
研
究
動
向
を

整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
「
一
三
三
三

（元
弘
三
）
年
の
新
田
義
貞
に
よ
る
鎌
倉
攻
め
に
よ

つ

て
、
政
治
の
中
枢
部
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
著
し
く
都
市
機
能
も
低
下

し
た
。
」
と
と
ら
え
る
見
解
、
い
わ
ゆ
る

「鎌
倉
衰
亡
論
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
通
説
的
に
述
べ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
歴
史
教
育
の
現
場
で
も
漠
然
と
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受
け
容
れ
ら
れ
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

〈
高
柳
光
寿
氏

一一鎌
倉
市
史
』

総
説
編
　
吉
川
弘
文
館

　
一
九
五
九
年
、
大
三
輪
龍
彦

・
石
井
進
氏
編

『武
士

の
都
鎌
倉
　
よ
み
が
え
る
中
世
３
』
平
凡
社

　

一
九
八
九
年
、
松
尾
剛
次
氏

『中
世
都
市
鎌
倉
の
風
景
』
吉
川
弘
文
館

　
一
九
九
三
年
な
ど
〉。

こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
の
中
世
東
国
史
の
研
究
が
深
化
す
る
に
つ
れ
て
、
衰

亡
論
に
も
再
検
討
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
佐
藤
博
信
氏
は
、
戦
国

期
の
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
再
建
に
注
目
し
、
鎌
倉
に
存
在
す
る
僧
侶

・
職
人
の
活

動
を
描
き
出
し
、
決
し
て
鎌
倉
が
都
市
機
能
を
失

っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
印
象

づ
け
た
。
た
だ
し
、
対
象
と
さ
れ
た
時
期
は
戦
国
期
で
あ
り
、
南
北
朝

・
室
町

期
の
鎌
倉
で
は
な
い

〈
佐
藤
氏

「
『快
元
僧
都
記
』
の
世
界
像
」
『
日
本
歴
史
』

五
二
〓
一　

一
九
九

一
年
〉。

ま
た
、
湯
山
学

・
藤
木
久
志
氏
は
、
か
つ
て
室
町
期
の
鎌
倉
に
も
祇
園
祭
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
、
「鎌
倉
の
政
治
的
機
能
の
低
下
は
否
め
な
い
も

の
の
、
む
し
ろ
町
衆
の
商
業
活
動
は

一
層
活
発
と
な
り
、
商
業

・
手
工
業
地
区

は
拡
大
し
て
い
る
。
」
と
、
初
め
て
鎌
倉
府
体
制
下
の
鎌
倉
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
た
の
で
あ
る

〈
湯
山
氏

「鎌
倉
の
祇
園
会
」

一
～
九

『波
』

一
〇
三
～

一
一

一
一　

一
九
八
四
～
八
五
年

・
藤
木
氏

「中
世
鎌
倉
の
祇
園
会
と
町
衆
」
『神
奈

川
地
域
史
研
究
』

一
一
　

一
九
九
三
年
〉。

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
が
、
中
世
考
古
学
の
成
果
で
あ
る
。
特
に
長
年
鎌
倉

の
発
掘
に
携
わ
り
、
一考
古
学
の
立
場
か
ら
積
極
的
発
言
を
さ
れ
て
い
る
河
野
真

知
郎
氏
は
、
「新
田
の
鎌
倉
攻
め
は
数
日
の
混
乱
で
は
な
い
か
。
考
古
学
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
鎌
倉
期
～
室
町
期
間
の
遺
構
の
断
絶
は
少
な
い
。
」
と
の
見

解
を
示
し
た

〈
河
野
氏

『中
世
都
市
鎌
倉
』
講
談
社

　
一
九
九
五
年
〉。

こ
の
よ
う
に
近
年
の
研
究
に
よ

っ
て
、
「衰
亡
論
」

一
辺
倒
の
状
況
は
克
服

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
減
亡
後
の

「都
市
」
と
し
て
の
鎌
倉
の

存
続
は
認
め
ら
れ
始
め
た
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
町
衆
ら
民
衆
の
目
覚

ま
し
い
商
業
活
動
の
そ
れ
で
あ
り
、
「東
国
の
首
府
」
と
し
て
鎌
倉
の
評
価
は

必
ず
し
も
高
く
な
い
。
つ
ま
り
、
当
然
鎌
倉
に
参
集
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

武
家
の
姿
が
、
全
く
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に

鎌
倉
府
自
体
が
永
享
の
乱
で
減
亡
し
て
し
ま

っ
た
た
め
、
残
さ
れ
た
文
献
史
料

が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
山
田
邦
明
氏
の

「
室
町
時
代
の
鎌
倉
」
〈
『都
市

の
中
世
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九
二
年
〉
は
、
概
説
的
な
が
ら
鎌
倉
府
に
集
う
武
士
や
禅
僧
た
ち
の
動
向

を
跡
付
け
た
貴
重
な
仕
事
で
あ
り
、
同
じ
く
最
近
、
松
尾
剛
次
氏

『中
世
都
市

鎌
倉
を
歩
く
』
〈
中
公
新
書

　

一
九
九
七
年
〉
も
啓
蒙
書
な
が
ら
鎌
倉
幕
府
滅

亡
後
の
鎌
倉
に
も
目
を
配

っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。

以
上
、
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
て
南
北
朝

・
室
町
期
の
鎌
倉
に
集
う
武
家
奉

公
の
様
子
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

二
、
鎌
倉
府
体
制
下
の
武
家
奉
公
の
実
態
に
迫
る
視
点
と
し
て

鎌
倉
府
に
集
う
武
家
奉
公
の
実
態
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
今
回
の
報
告
で
は
、
Ａ
儀
礼
的
な
側
面
、
Ｂ
経
済
的
負
担
、
Ｃ
鎌
倉

へ
の

参
勤

・
集
住
の
様
子
、
こ
の
三
点
に
注
目
し
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
検
討
し
て
み

た
い
。

Ａ
儀
礼
的
な
側
面

史
料
の
極
め
て
少
な
い
状
況
に
あ

つ
て
、
鎌
倉
府
の
故
実
書

『鎌
倉
年
中
行

事

（別
名

「成
氏
年
中
行
事

・
殿
中
以
下
年
中
行
事
」
）
』
は
、
鎌
倉
公
方
を
頂

点
と
す
る
鎌
倉
府
の
年
間
行
事
や
礼
秩
序
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る
。
こ
の
書
誌
的
解
題
を
試
み
ら
れ
た
佐
藤
博
信
氏
に
よ
れ
ば
、
成
立
は

一
四
五
四

（享
徳
三
）
年
で
あ
り
な
が
ら
、
登
場
す
る
人
物
や
詳
細
な
内
容
な
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ど
か
ら
、
鎌
倉
府
の
最
も
安
定
し
た
時
期

（お
そ
ら
く
三
代
公
方
足
利
満
兼
の

一
四
世
紀
末
ご
ろ
）
の
状
況
を
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

〈
「
『殿
中
以
下
年
中
行
事
』
に
関
す
る

一
考
察
」
「民
衆
史
研
究
』

一
〇
　

一
九

七
二
年
〉。

冒
頭
の

「京
都
鎌
倉
ノ
御
両
殿

ハ
天
子
ノ
為
御
代
官
」
と
い
う
書
き
出
し
か

ら
、
鎌
倉
公
方
が
自
己
を

「
政
務
代
行
者
」
と
し
て
将
軍
と
同
列
に
位
置
づ
け

て
い
る
の
が
わ
か
る
。
単
な
る
幕
府
の
出
先
機
関
で
は
な
い
と
い
う
強
固
な
意

志
の
現
れ
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。　
一
月
の
椀
飯
行
事

一
つ
を
み
て
も
、

元
旦
は
管
領
上
杉
氏
や
御

一
家
と
い
う
鎌
倉
府
内
で
最
高
位
の
武
家
が
務
め
、

国
人
や

一
揆
な
ど
中
小
武
士
は

一
四
日
以
降
に
務
め
る
の
が
決
ま
り
で
あ

つ

た
。
す
な
わ
ち
管
領

・
御

一
家

・
外
様

・
奉
公
衆

・
国
人

。
一
揆
の
諸
階
級
に

は
、
出
仕
体
面
な
ど
儀
礼
の
面
で
厳
密
な
区
別
が
あ

っ
た

〈
峰
岸
純
夫
氏

「東

国
に
お
け
る
十
五
世
紀
後
半

の
内
乱
の
意
義
」
『
中
世
の
東
国
』
東
大
出
版

一
九
八
九
年
〉
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
故
実
書
を
使
用
し
て
田
辺
久
子
氏
が

鎌
倉
府
の
年
中
行
事
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
が

〈
「年
中
行
事
に
み

る
鎌
倉
府
」
『神
奈
川
県
史
研
究
』
四
九
　

一
九
八
二
年
〉、
史
料
自
体
が
難
解

で
、
部
分
的
使
用
に
止
ま

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
『鎌
倉
年
中
行
事
』

の
総
合
的
な
研
究
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、　
一
三
九

一

（明
徳
二
）
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
管
轄
国
に
陸
奥

・
出

羽
の
ニ
カ
国
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
奥
州
に
は
、
か

ね
て
よ
り
幕
府
管
領
斯
波
氏
の

一
族
大
崎
氏
が
、
奥
州
探
題
と
し
て
君
臨
し
て

お
り
、
そ
こ
に
は
探
題
を
頂
点
と
す
る
礼
秩
序
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
、
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
〈
伊
藤
喜
良
氏

「
国
人
の
連
合
と
角
逐
の
時
代
」
『中
世
奥
羽

の
世
界
』
東
大
出
版

　

一
九
七
八
年
〉。
『余
目
氏
旧
記
』
と
い
う
記
録
に
は
、

鎌
倉
府
に
編
入
さ
れ
た
奥
州
武
士
た
ち
が
公
方
御
所
の
庭
に

「
つ
く
ば

つ
て
」

か
し
こ
ま
る
中
、
遅
れ
た
う
え
に
輿
に
乗

っ
て
公
方
の
面
前
に
悠
然
と
出
頭
す

る
探
題
大
崎
氏
の
振
る
舞

い
に
対
し
て
、
関
東
管
領
上
杉
氏
が

「華
飾
な
り
」

と
そ
の
無
礼
を
咎
め
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
大
崎
氏
は
将
軍
様
よ

り
己
が
奥
羽

一
円
を
任
せ
置
か
れ
た
の
だ
と
反
論
、
儀
礼
の
家
格
も
幕
府
管
領

斯
波
氏
と

「御
同
輩
」
と
主
張
し
、
結
局
鎌
倉
公
方
も
咎
め
る
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
、
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
記
録
は
探
題
大
崎
氏
を
顕
彰
す
る
意
図

で
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
を
信
用
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
こ

に

一
天
子
の
御
代
官
」
を
自
負
す
る
鎌
倉
公
方
の
礼
秩
序
と
探
題
を
頂
点
と
す

る
奥
羽
の
礼
秩
序
が
衝
突
し
て
い
る
事
態
を
み
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

当
然
な
が
ら
京
都
に
は
室
町
幕
府
を
頂
点
と
す
る
礼
秩
序
も
厳
然
と
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
府
、
奥
州
探
題
、
そ
し
て
幕
府
と
い
う
錯
綜
す
る
礼
秩

序
が
ど
う
切
り
結
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
複
雑
な
礼
秩

序
の
中
で
、
鎌
倉
府
管
轄
下
に
あ

つ
た
武
士
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
現
実
を
認

識
し
て
い
た
か
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

常
陸
の
国
人
真
壁
朝
幹
は
、
京
都
将
軍
と
鎌
倉
公
方
が
激
突
し
た
永
享
の
乱

に
際
し
て
、
「当
初
こ
の
戦
い
は
、
公
方
足
利
持
氏
と
関
東
管
領
上
杉
憲
実
の

府
内
の
抗
争
と
認
識
し
て
い
た
の
で
、
当
然
持
氏
の
も
と

へ
馳
せ
参
じ
た
の
で

あ
る
ｃ
だ
が
、
そ
の
後
こ
の
戦
い
が
将
軍
と
公
方
の
争
い
で
あ
る
の
を
知

っ
て
、

慌
て
て
管
領
に

一
味
し
た
の
で
あ
る
。」
と
の
見
解
を
吐
露
し
て
い
る

（『真
壁

文
書
』
）
。
ま
た
、
下
野
の
国
人
茂
木
知
貞
も

「
鎌
倉
乃
御
公
事
」
と
同
時
に

一京
進
」
負
担
も
務
め
る
こ
と
を
子
孫
に
対
し
て
書
き
遺
し
て
い
る

（『茂
本
文

書
』
）
。
鎌
倉
府
体
制
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
武
士
た
ち
が
、
室
町
幕
府

（将

軍
）
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
え
て
い
た
の
か
を
知
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

Ｂ
経
済
的
負
担

鎌
倉
府
が
東
国
の
政
務
を
運
営
す
る
う
え
で
、
当
然
生
ず
る
費
用
は
、
管
轄
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国
下
に
あ
る
武
士
た
ち
に
賦
課
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き

る
だ
ろ
う
。　
一
種
の
御
家
人
役
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か

〈
松
本

一

夫
氏

「南
北
朝

・
室
町
前
期
に
お
け
る
茂
木
氏
の
動
向
」
『
日
本
歴
史
』
五
二

一
一
　

一
九
九

一
年
〉。
特
に
鎌
倉
府
が
催
す
諸
行
事
の
要
脚
負
担
を
命
ず
る
史

料
が
散
見
さ
れ
る
。

一
四
〇
〇

（応
永
七
）
年

一
二
月
、
下
野
国
人
の
長
沼
秀
直
は
、
一
明
年
正

月
七
日
椀
飯
」
勤
務
を
催
促
さ
れ
て
い
る

（
『皆
川
文
書
』
）
。
具
体
的
な
内
容

は
不
明
で
あ
る
が
、
椀
飯
儀
式
の
参
列

・
運
営
の
ほ
か
、
費
用
負
担
も
命
ぜ
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
武
蔵
の
別
荷
幸
直
は

一
三
八
三

（永
徳
三
）
年
三
月
、
足

利
直
義
三
十
三
回
忌
仏
事

に
際
し
て
三
貫
文

の
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る

（『東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書
』
）
。
こ
の

「
三
貫
文
」
の
負
担
額
が
別
荷
氏
に

と

っ
て
ど
の
程
度
の
負
担
だ

っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、　
一
四
三
〇

（正
長

三
）
年

一
ｏ
月
の
上
野
の
有
力
国
人
岩
松
土
用
安
丸
の
申
状
は
、
次
の
よ
う
な

興
味
深
い
内
容
を
示
し
て
い
る

（『
正
本
文
書
』
）
。

永
安
寺
殿

（
＝
二
代
公
方
足
利
氏
満
）
三
十
三
回
忌
仏
事
に
際
し
て
、
公
方

足
利
持
氏
か
ら

「拾
結

（
＝
十
貫
文
）
」
の
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
た
岩
松
土
用
安

丸
は
、
負
担
が
あ
ま
り
に
大
き
く
到
底
負
担
で
き
な
い
た
め
、
暇
を
賜
り

「
下

国
」
し
た
い
と
も
思

っ
た
が
、
特
別
な
仏
事
で
も
あ
る
た
め
、
な
ん
と
か

「壱

結

（
＝

一
貫
文
）
」
の
負
担
を
す
る
こ
と
で
勘
弁
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
だ

が
、
公
方
持
氏
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て

「御
信
用
」
し
て
く
れ
ず
、
土
用
安
丸

は

「参
結

（
＝
三
貫
文
）
」
の
負
担
を
す
る
の
で
、
何
と
か

「善
政
」
の

「御

裁
許
」
を
得
た
い
、
と
哀
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
重

い
負
担
に
苦
し
む
様
子
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

岩
松
氏
の
よ
う
な
上
野
を
代
表
す
る
国
人
領
主
で
も
こ
の
有
り
様
で
あ

っ
た
と

す
れ
ば
、
相
対
的
に
鎌
倉
府
が
課
す
諸
行
事
の
費
用
負
担
は
、
武
士
た
ち
に
と

っ
て
か
な
り
幸

い
も
の
だ

っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

そ
の
他
、　
一
四

一
七

（応
永
二
四
）
年

一
二
月
に
は
武
蔵
武
士
の
連
合
体
で

あ
る
南

一
揆
が
、
前
年
勃
発
し
た
上
杉
禅
秀
の
乱
で
の

「忠
節
」
の
恩
賞
と
し

て
、
五
年
間
の

「政
所
」
費
用
負
担

（た
だ
し
炭

・
油
は
除
く
）
を
免
除
さ
れ

て
い
る

（『武
州
文
書
』
）
。
す
な
わ
ち
裏
返
せ
ば
、
鎌
倉
府
政
所
の
日
常
の
諸

経
費
が
、
御
家
人
役
で
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
費
用
負
担
の
免
除
が

「御
恩
」
の

一
種
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
椀
飯
勤
仕
や
仏
事
要
脚
、
鎌
倉
府
の
政
所
諸
費
用
な
ど
は
、
管

轄
下
の
武
士
に
広
く
賦
課
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
別
途
に
守
護
大
名
ク

ラ
ス
の
武
士
に
は
、
御
所
の
造
営
負
担
も
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
『鎌
倉

年
中
行
事
』
に
み
え
る
。
そ
こ
に
は
禅
秀
の
乱
で
焼
失
し
た
御
所
の

「御
評
定

所

ハ
十
五
間
、
管
領

（
＝
上
杉
氏
）
ノ
役
所
也
、
御
主
殿
ハ
佐
竹
、
御
遠
侍

ハ

…
千
葉
介
役
所
也
」
と
あ
り
、
こ
の
他
に
結
城

・
小
山

・
那
須

・
宇
都
宮

・
三

浦
介
な
ど
、
各
建
造
物
ご
と
に
有
力
大
名
が
割
り
当
て
ら
れ
、
新
御
所
の
落
成

が
な

っ
た
、
と
い
う
。
こ
れ
は
室
町
幕
府
が
御
所
造
営
を
有
力
守
護
大
名
に
負

担
さ
せ
た
守
護
役
と
対
応
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
経
費
負
担
と
共
に
武
蔵
の
江
戸
房
重
の
よ
う
に

「
二
番
衆
」
と
し
て

一
ヵ
月
間
の
御
所
警
備
も
同
時
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
り

（『古
簡
雑
纂
六
』
）
、
平
時
と
い
え
ど
鎌
倉
府
支
配
下
で
の
武
家
奉

公
は
決
し
て
悠
長
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

Ｃ
鎌
倉
参
勤

・
集
住

室
町
幕
府
の
あ
る
京
都
で
は
、
領
国
経
営
を
守
護
代
以
下
の
家
臣
に
任
せ
、

有
力
守
護
大
名
自
身
は
、
将
軍
御
所
の
周
辺
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
こ
と
は
、

周
知
の
事
実
で
あ
る
。　
一
方
、
鎌
倉
で
は
官
僚
で
あ
る
奉
行
衆
や
親
衛
隊
の
奉
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公
衆
が
常
勤
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
あ
る
程
度
想
像
が
つ
く
が
、
守
護

大
名
ク
ラ
ス
が
本
領
を
留
守
に
し
て
、
鎌
倉
に
常
駐
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、

史
料
を
欠

い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
検
討
の
余
地
を
多
く
残
し
て
い
る
。

江
田
郁
夫
氏

「鎌
倉
府
体
制
下
の
在
倉
制
に
つ
い
て
」
〈
『
国
史
談
話
会
雑
誌
』

三
五
　

一
九
九
五
年
〉よ
う
な
仕
事
を
更
に
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〓
二
九

一

（明
徳
二
）
年
に
奥
羽
が
鎌
倉
府
の
管
轄
下
に
入
る
と
、
公
方
氏

満
が
早
々
に
奥
羽
の
有
力
大
名
白
河
結
城
氏
に
対
し
て
要
求
し
た
の
が
、
鎌
倉

に

「馳
参
」
ず
る
こ
と
で
あ

っ
た

（『結
城
小
峯
文
書
』
）
。
お
そ
ら
く
鎌
倉
府

管
轄
下
の
武
士
た
ち
が
鎌
倉
に
参
集
し
た
の
は
、
あ
る
程
度
公
方
側
の
働
き
か

け
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
京
都
の
よ
う
に
常
駐
す
る
の
が
義
務
化
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別

で
あ
る
。
た
だ
、
断
片
的
な
史
料
だ
け
を
拾

っ
て
み
て
も
か
な
り
の
武
士
が
、

鎌
倉
に
集
住
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

例
え
ば

『米
良
文
書
』
所
収
の

「
旦
那
名
字
注
文
写
」
は
、
鎌
倉
に
も
吉

良

・
石
堂

・
畠
山

・
今
川

。
一
色
な
ど
足
利

一
門
が
、
集
住
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
畠
山

・
加
子

・
桜
井
氏
な
ど
に
は

「定
在
鎌
倉
」
の
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
吉
良
や
石
堂
氏
な
ど

一
門
で
も
家
格

の
高

い
家
柄
に
は
、
「
公
方
様
」
と

い
え
ど
も
対
面
の
後
は

「御
門
」
ま
で
見

送
り
を
す
る
し
き
た
り
が
あ
り
、
逆
に
家
格
の
低

い
吉
見
氏
な
ど
は

「
不
断
」

は
武
蔵
吉
見
郡
に
在
国
し
て
お
り
、
「年

一
度
鎌
倉
参
上
」
す
る
だ
け
で
あ

つ

た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
足
利

一
門
内
で
も
、
厳
然
た
る
礼
秩
序
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、　
一
三
九
七

（応
永
四
）
年

一
一
月
付
け
で
、
奥
羽
国
人

の
岩
城
氏
と
思
わ
れ
る
武
士
が
、
「鎌
倉
営
参
合
力
銭
」
と
し
て
国
元
に

「壱

貫
文
」
の
請
取
状
を
出
し
て
お
り

（『飯
野
文
書
』
）
、
鎌
倉
集
住
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
か
な
り
の
出
費
を
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
国
元
と
違
い
、
都
市

鎌
倉
は
や
は
り
物
価
も
高
か

っ
た
に
違

い
あ
る
ま

い
。
こ
う
し
た
鎌
倉
に
暮
ら

す
奥
州
武
士
の
様
子
を

『余
目
氏
旧
記
』
は
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る

〈
長
沼

孝
之

「
『余
目
氏
旧
記
』
の
世
界
」
『鎌
倉
』
七
六
　

一
九
九
四
年
〉。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
国
探
題
以
下
多
数
の
武
士
が

「在
鎌
倉
」
を
し
た
。　
一

一
年

つ
め
た
者
、
九
年

つ
め
た
者
も
い
れ
ば
、
留
守
家
明

（中
奥
羽
あ
た
り
を

本
貫
と
す
る
武
士
）
に
至

っ
て
は
、　
一
九
年
も

一‐在
鎌
倉
」
を
し
た
と
い
う
。

大
宝
寺
氏

（出
羽
庄
内
を
本
貫
と
す
る
武
士
）
と
山
内
氏

（中
奥
羽
地
方
を
本

貫
と
す
る
武
士
）
な
ど
は
寄
り
合

っ
て
、
三
〇
間
の
家
を
三
百
文
で
買

っ
て
半

分
ず

つ
宿
所
に
し
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
公
方
氏
満
が
逝
去
す
る
と
、
家
明
は

陸
奥
の
塩
竃
神
社
の
神
人
も
兼
ね
て
い
た
た
め
、
親
が
亡
く
な

っ
て
も
決
し
て

落
髪
な
ど
し
な
か

つ
た
の
に
鎌
倉
で
は
公
方
の
冥
福
を
祈

っ
て
剃
髪
し
た
た

め
、
鎌
倉
童
た
ち
に

「
小
入
道
」
と
嘲
笑
さ
れ
た
、
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
記
載
す
べ
て
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
が
、
本
領
を
離
れ

て
鎌
倉
に
常
住
す
る
武
士
た
ち
が
多
数
存
在
し
、
そ
れ
も
か
な
り
の
年
数
だ

っ

た
の
だ
ろ
う
。
九
、　
一
一
、　
一
九
年
な
ど

一
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
本
当
で
あ

る
な
ら
ば
、
厳
密
な

「在
鎌
倉
」
の
規
定
な
ど
は
無
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

他
に
も
鎌
倉
に
住
む
奥
羽
武
士
の
劣
悪
な
住
宅
事
情
、
鎌
倉
童
に
嘲
笑
さ
れ
る

田
舎
武
士
の
様
子
な
ど
、
具
体
的
な
記
述
が
あ

っ
て
興
味
深
い
。

公
方
に
と

っ
て
、
武
士
の
鎌
倉
参
集
は
自
己
の
権
威
を
誇
示
す
る
極
め
て
有

効
な
手
段
で
あ

っ
た
ろ
う
。
だ
が

一
方
、
物
価
も
高
く
、
住
宅
事
情
も
決
し
て

良
く
な
い
鎌
倉
に
集
ま
る
武
士
の
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

つ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
こ
で
明
確
な
解
答
を
用
意
す
る
だ
け
の
力
量
は
報
告
者
に
は
毛
頭
な

い
が
、
幕
府
と
鎌
倉
府
の
対
立
が
深
ま
る
不
安
定
な
政
局
の
中
、
鎌
倉
府
の
膝

下
に
居
る
こ
と
で
、
い
ち
早
く
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
大
き

な
問
題
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
活
発
に
な
り

つ
つ
あ
る
商
品
経
済
に
地
方
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武
家
も
決
し
て
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
領
で
は
手
に
入

ら
な
い
物
資
が
鎌
倉
の
外
港
六
浦

・
神
奈
川
に
は
集
積
さ
れ
て
い
た

〈
綿
貫
友

子

『中
世
東
国
の
大
平
洋
海
運
』
東
大
出
版

　

一
九
九
八
年
等
を
参
照
〉。
鎌

倉
幕
府
が
減
ん
だ
と
は
い
え
、
や
は
り
東
国
で
は
鎌
倉
は
唯

一
の

「都
市
」
で

あ

っ
た
の
で
あ
る
ｃ

だ
が
、
多
数
武
士
が
鎌
倉
に
参
集
し
た
最
大
の
目
的
は
、
や
は
り
東
国
に
君

臨
す
る
鎌
倉
公
方
の
権
威
を
、
自
己
の
所
領
支
配
や

一
族
統
制
に
利
用
す
る
こ

と
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

一
四

一
人

（応
永
二
五
）
年
正
月
二
九
日
、

下
野
国
人
長
沼
義
秀
は

「病
気
危
急

（
＝
危
篤
）
」
の
状
態
で
、
速
や
か
に
孫

憲
秀

へ
の
家
督
譲
渡
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
公
方
の

「御
意
」
を
得
る
た
め
御
所

奉
行
の
要
職
に
あ

っ
た
宍
戸
持
朝
に
申
し
継
ぎ
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
翌
日
、

持
朝
は
公
方

へ
の
取
り
次
ぎ
が
行
わ
れ
た
旨
を
義
秀
書
状
の
裏
に
し
た
た
め
て

い
る

（『皆
川
文
書
』
）
。
書
状
の
出
さ
れ
た
翌
日
に
返
事
が
裏
書
き
さ
れ
る
た

め
に
は
、
義
秀
が
鎌
倉
に
居
住
し
て
い
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
南
北

朝

・
室
町
期
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

一
族
を
続
率
し
て
い
た
惣
領
制
も
動
揺

し

〈
永
原
慶
二

「東
国
に
お
け
る
惣
領
制
の
解
体
」
『
日
本
封
建
制
成
立
過
程

の
研
究
』
岩
波
書
店

　
一
九
六

一
年
〉、
惣
領
の
統
制
か
ら
独
立
を
試
み
る
庶

子

・
動
揺
す
る
所
領
支
配
の
歯
止
め
を
掛
け
る
に
は
、
公
方
の
権
威
に
接
近
す

る
の
が
、
最
も
有
効
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
仏
事
要
脚
の

重
い
負
担
に
対
し
て
、
何
と
か

「
下
国
」
せ
ず
鎌
倉
に
止
ま

っ
て
減
額
を
哀
願

す
る
岩
松
土
用
安
丸
の
立
場
も
、
同
様
な
心
理
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
過
重
な
公
方
の
負
担
に
耐
え
な
が
ら
も
鎌
倉
に
居
住
し
て
、
権
威
に
接

近
し
て
動
揺
す
る

一
族
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
惣
領
と
、
家
督
継
承
と
い
う

一

族
内
部
の
問
題
に
介
入
し
、
支
配
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
公
方
の
利
害
は
、

あ
る
意
味
で

一
致
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
か
ろ
う
か
。

Ｄ
．
南
北
朝

・
室
町
期
の
都
市
鎌
倉
の
復
元

さ
て
、
鎌
倉
に
集
住
す
る
武
家
が
か
な
り
存
在
し
た
と
な
る
と
、
鎌
倉
府
体

制
下
で
の
鎌
倉
が
、
ど
の
よ
う
な
都
市
空
間
を
形
成
し
て
い
た
が
問
題
と
な
ろ

う
。
無
謀
を
承
知
で
断
片
史
料
か
ら
で
き
る
だ
け
復
元
し
て
み
た
い
。
当
時
の

文
献
史
料
の
よ
う
な

一
級
史
料
か
ら

『新
編
鎌
倉
志
』
の
よ
う
な
近
世
地
誌
や

「鎌
倉
大
草
子
』
の
よ
う
な
誇
張
も
多

い
軍
記
物
ま
で
通
覧
し
て
武
家
屋
敷
の

所
在
を
ま
と
め
る
と
、
屋
敷
を
構
え
て
い
た
地
名
ま
で
分
か
る
も
の
が
二
六
家

程
度
、
そ
の
ほ
か
鎌
倉
郊
外
に
在
住
し
て
い
た
武
家
が
二
家
程
度
、
屋
敷
地
は

特
定
で
き
な
い
が
、
鎌
倉
に
居
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
武
家
は

一
四
家
程
度

確
認
で
き
た

（詳
細
は
大
会
当
日
配
布
し
た
レ
ジ

ユ
メ

「南
北
朝
～
室
町
期
武

家
屋
敷

一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

さ
ら
に
こ
れ
を
旧
鎌
倉
都
市
部
の
地
図
上
に
落
と
し
て
み
た
の
が
、
「
中
世

鎌
倉
都
市
図
　
南
北
朝
～
室
町
期
」
で
あ
る

（大
会
当
日
配
布
レ
ジ
ユ
メ
を
参

照
）
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
表

・
地
図
は
不
十
分
極
ま
り
な
い
図
表
で
あ
り
、

更
に
訂
正

・
加
筆
し
精
密
を
期
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
鎌
倉
を
考

察
す
る
う
え
で
、
大
ま
か
な
傾
向
ぐ
ら
い
は
把
握
で
き
そ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に

『吾
妻
鏡
』
の
記
述
を
も
と
に
作
成
し
た
鎌
倉
御
家
人
の
屋
敷
分

布
図

〈
貴
志
正
造
訳
注

『全
詳
吾
妻
鏡
』
別
巻
付
録
図
　
新
人
物
往
来
社
　

一

九
七
九
年
〉
と
比
較
す
る
と
、
鎌
倉
期
の
有
力
御
家
人
屋
敷
は
鎌
倉
北
部
の
山

間
の
谷
戸
か
ら
南
の
海
岸
近
く
ま
で
全
域
に
分
布
し
、
特
に
鶴
岡
八
幡
宮
寺
周

辺
や
そ
れ
を
南
下
す
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
若
宮
大
路
周
辺
に
は
幕
府
や
執

権
北
条
氏
の
邸
宅
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
室
町
期
の
武
家
屋
敷
は

鎌
倉
公
方
御
所
を
初
め
と
し
て
、
む
し
ろ
武
蔵
方
面
か
ら
六
浦

・
金
沢
へ
と
東

西
に
鎌
倉
を
貫
通
す
る
道
路
を
意
識
し
て
北
部
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。
鎌
倉

北
部
の
山
間
部
に
屋
敷
が
集
中
し
、
海
岸
部
や
若
宮
大
路
周
辺
に
は
、
日
立

っ
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た
武
家
屋
敷
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
御
所
を
初
め
管
領
上
杉
氏
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
の
有
力
武
家
屋
敷
が
北
部
の
出
間
に
引

っ
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
か
、

現
在
の
と
こ
ろ
明
確
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
ｃ
Ｃ
新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
め

に
よ

つ
て
若
宮
大
路
な
ど
の
市
街
の
中
心
部
が
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま

つ

た
た
め

〈
高
柳
氏
前
掲
書
な
ど
〉、
②
町
衆
の
活
動
が
盛
ん
と
な

っ
て
商
業
地

区
が
海
岸
部
か
ら
中
心
部
ま
で
進
出
し
て
来
た
た
め

〈
藤
本
氏
前
掲
論
文
〉、

③
鎌
倉
時
代
以
来
、
足
利
氏
の
屋
敷
が
浄
妙
寺
の
隣
の
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
た

た
め
、
そ
の
ま
ま
鎌
倉
御
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た

〈
松
尾
氏
前
掲
書

『中
世
都

市
鎌
倉
を
歩
く
』
〉
④
鎌
倉
幕
府
ほ
ど
実
力
の
な
か

っ
た
鎌
倉
府
は
防
御
に
便

利
な
山
間
部
の
谷
の
奥
に
御
所
を
構
え
た
〈
石
井
進
氏

「文
献
か
ら
み
た
鎌
倉
」

鎌
倉
考
古
学
研
究
所
編

『中
世
都
市
鎌
倉
を
掘
る
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
出
版
部

　
一
九
九
四
年
〉
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
は
⑤
御
所

の
東
に
は
大
浦

・
神
奈
川
の
貿
易
港
が
開
か
れ
て
お
り
、
江
戸
湾
流
通
を
意
識

し
た
立
地
条
件

〈
拙
稿

「
鎌
倉
府
の
関
所
支
配
に
つ
い
て
」
『
鎌
倉
』
七
五

一
九
九
四
年
な
ど
〉
と
も
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
、
諸
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
鎌
倉
御
所
の
立
地
理
由
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
推
測
の
域
に
止
ま

っ
て
お
り
、
決
定
的
な
史
料
の
裏
付
け
を
欠

い
て

い
る
。
や
は
り
、
文
献
史
学
の
限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
地
理
学

〈
山
村
亜
希
氏

「中
世
鎌
倉
の
都
市
空
間
構
造
」
『史
林
』
八
〇
―
二
　

一
九
九

七
年
〉
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
中
世
考
古
学
の
成
果

〈
一
九
九
四
年
の
公
方

屋
敷
跡
や

一
九
九
五
年
の
上
杉
禅
秀
邸
跡
な
ど
〉
に
も
期
待
し
、
総
合
的
な
検

討
が
望
ま
れ
よ
う
。

四

お
わ
り
に

以
上
、
鎌
倉
幕
府
減
亡
後
の
都
市
鎌
倉
の
再
評
価
を
す
べ
く
、
鎌
倉
府
体
制

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
武
家
奉
公
の
様
子
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
眺
め
て
み

よ
う
と
試
み
た
が
、
結
局
史
料
の
羅
列
に
終
始
し
、
ま
と
ま
り
の
な
い
も
の
と

な

っ
て
し
ま

っ
た
。
鎌
倉
幕
府
か
ら
鎌
倉
府

へ
の
連
続

・
非
連
続
性
の
検
討
、

鎌
倉
府
と
室
町
幕
府
と
の
間
の
儀
礼
や
御
家
人
役
な
ど
経
済
負
担
の
比
較
、
室

町
期
の
鎌
倉
の
都
市
空
間
の
復
元

・
検
討
な
ど
、
残
さ
れ
た
問
題
は
す
べ
て
後

日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
鎌
倉
府
は
永
享
の
乱
で

一
旦
は
減
亡
す
る

も
の
の
、
公
方
足
利
持
氏
の
遺
児
成
氏
が
、
再
び
奉
公
衆
ら
を
結
集
し
て
鎌
倉

府
を
再
興
、　
一
四
五
五

（享
徳
四
）
年
に
下
総
古
河
に
移

つ
た
後
も
古
河
公
方

を
称
し
て
、
戦
国
時
代
に
入

っ
て
も
な
お
、
東
国
の
な
か
で
無
視
し
え
な
い
伝

統
的
権
威
を
保

っ
て
い
く
の
で
あ
る

〈
佐
藤
博
信
氏

『古
河
公
方
足
利
氏
の
研

究
』
校
倉
書
房

　

一
九
八
九
年
〉。
こ
う
し
た
近
年
の
古
河
公
方
研
究
の
目
覚

ま
し
い
進
展
に
よ

つ
て
、
後
北
条
氏

一
辺
倒
だ

っ
た
関
東
戦
国
史
の
権
力
論
も

大
き
く
改
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
授
業
で

も
新
た
な
東
国
史
、
中
世
史
像
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

［付
記
］

本
報
告
は
、
論
点
を
絞
り
込
め
ぬ
ま
ま
、
現
在
報
告
者
が
課
題
と
し
て
い
る

内
容
を
中
間
報
告
的
な
形
で
ま
と
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
後
日
、
全
面
的
に
書
き

改
め
る
予
定
で
あ
る
。
諸
賢
か
ら
の
厳
し
い
ご
叱
正
、
ご
教
示
を
賜
わ
れ
れ
ば

幸
い
で
あ
る
の
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